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(宛先）京都府知事 2011年７月２５日

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

京都府長岡京市神足焼町l番地

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

パナソニック株式会社取締役社長大坪文雄

環境マネジメン卜シス フー. ムの名称
ISO(国際標準化機構)14001

適用範囲
セミコンダクター社6拠点（新井地区、砺波地区、魚津地区、長岡地区、岡山地区、白河地
区）

導入年月日 1997年１１月１日

認証番号
JQA-EM6421 

基本方針

１．セミコンダクター社は、半導体の生産活動（開発・製造・販売）、製品、

サービスにおいて「顧客満足度向上」、「地球環境との共存、汚染の予防」
及び「安全快適職場作りと負傷や疾病の予防」を実現するために、
各人・各部門が役霄'１を認識し、継続的な改善を行います。

２．品質・環境・労働安全衛生に関連-ﾘｰる法律・条例、社会的要求及び
顧客要求の合意事項を１１頂守します。

３．マネジメントシステムの有効な活用により、経営の継続的な改善を
図ります。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目
標」という。）

１.環境法令の100％遵守

2.地球温暖化防止活動の推進

3.化学物質の管理強化
4.地域貢献

目標を達成するための取組の内容

Ｌ環境法令の100％遵守（監視井戸水質分析、大気測定、下水道水質汚濁測定、
土壌地下水測定、騒音・振動測定）

2.地球温暖化防止活動の推進
①ＣＯ２排出量の管理
②ＣＯ２排出量の削減

3.化学物質の管理強化
①化学物質の排出・移動量管理

4.地域貢献

①通勤路清掃活動
②肥料配布（食堂の残飯を堆肥にして地域へ配布）

目標を運成するための取組の進捗状況

Ｌ環境法令の100％遵守→100％
2.地球温暖化防止活動の推進

①ＣＯ２排出量の管理一前年比２％削減（実績）

②ＣＯ２排出量の削減一前年比２％削減（実績）
施策：電力便用量調整による電力削減（7000KW-6800KW）

各棟の昼休み消灯

3.化学物質の管理強化一前年比１％削減（実績）
4.地域貢献

①通勤路清掃活動（毎週水曜日）実施時期４月～１０月一（実績）
②肥料配布（食堂の残飯を堆肥にして地域へ配布）一（実績）

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

1.環境法令の遵守→１００％遵守
２地球温暖化防止活動の推進
①ＣＯ２排出量の管理一計画比105％削減（○）

②ＣＯ２排出量の削減一計画比200％以上削減（◎）

施策：電力便用量調整による電力削減（7000KW→6800KW）

各棟の昼休み消灯

3.化学物質の管理強化→計画比149％削減（○）
4.地域貢献
①通勤路清掃活動（毎週水曜日）実施時期４月～１０月→198名参加（○）

②肥料配布（食堂の残飯を堆肥にして地域へ配布）－２回/年実施（○）

事業活動に係る法令の遵守の状況

環境法令の100％遵守
大気測定：スクラバー（１０箇所） 、 敷地境界（4箇所）

下水道水質汚濁測定：（3箇所）毎月実施
騒音・振動測定：（共に8箇所）
全項目異常なし

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

なし


